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キーワード：看護政策・行政 
 
１． 研究計画の概要 
 本研究は、看護師の自律的な判断の様相を
理論的・帰納的に明らかにすることを目的に
行う。具体的には、①自律性概念に関する文
献・資料検討、②看護の現場における面接デ
ータ収集、③研究成果のとりまとめと政策提
言、の 3 段階からなる。 
 
２． 研究の進捗状況 
 平成 20 年度には、データ収集を行う病院
施設を探しつつ、文献や資料から、看護師の
自律性に関する理論的な検討を行った。平成
21 年度には研究代表者の異動があったため、
研究施設を決定するための実質的な諸手続
きは 21 年度以降からとなった。研究施設と
の交渉が済んだ後、東北大学大学院倫理審査
委員会にて審査を受け承認を得たため、関東
地方の 1 施設、中部地方の 1 施設にてデータ
収集を開始した。なお、中部地方の施設では、
その施設の倫理委員会でも承認を受けた。 
 データ収集は 1 対 1 の半構成的面接とし、
1 人あたり 1 回の面接当たり 1 時間以上をか
けて行った。面接内容はテープに録音し、秘
密保持を企業ポリシーとする企業に逐語録
作成を委託した。 

このデータ収集は 21 年度から本格的に開
始し、22 年度末までにほぼ終了した。データ
収集と同時に修正版グラウンデッドセオリ
ーの方法論でデータの分析を進め、複数の分
析テーマについて、それぞれ第一次的な分析
が終了した。 

今後は、データ収集については、既に研究
対象となった看護師に対して、1 回目の面接
で聞き足りなかった部分、補充が必要な部分
について半構成的面接を継続し、データを強
化する。データ分析については、カテゴリー

間の関係、構造を明らかにするためにさらな
る緻密な分析を継続する。 

平成 20 年度から看護師の自律性に関する
理論的・概念的な検討を行ってきたので、引
き続きこれについても継続する。これらの理
論的検討から得られた知見を、データから得
た帰納的知見と統合し、看護師の自律的な判
断に関する包括的な説明を試みる予定であ
る。 
 
３． 現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 平成 20 年度は主任研究者の異動人事審査
があり、前任校の近くで研究施設を確保する
ことについての高いリスクが見込まれたた
め、実質的なデータ収集はできなかったが、
21 年度の異動後に現任校で倫理審査を受け
承認後、新たに研究施設を確保し、その後は
順調にデータを収集した。 
 現在までに、研究対象の条件に合致する 20
名以上の看護師との面接から得たデータを
第一次分析したところ、第 1 の分析テーマに
関して、概念（最小単位）が 116 抽出され、
これらは 10 以上のカテゴリーで説明できる
ことが明らかになっている。分析テーマはこ
のほかにも 3 つあり、それぞれについて数十
～百単位の概念が既に抽出されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は、データの第二次分析を行い、帰納
的データから構造的な知見を得ることを目
標とする。分析テーマは現在のところ、少な
くとも 4つあるので、それぞれについて分析
を行う。同時に、帰納的データについては、
理論的知見との統合を検討し幅広く吟味す
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る。その後、研究成果については、政策提言
としてもまとめることを試みる。研究成果の
一部は、取り急ぎ、23 年度に開催される 2つ
の学会で公表する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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